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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第42期
第１四半期
連結累計期間

第43期
第１四半期
連結累計期間

第42期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 1,250,279 1,272,406 5,253,322

経常利益 (千円) 10,442 6,555 122,990

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失（△）

(千円) 234 △7,718 75,984

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △5,280 △10,276 94,343

純資産額 (千円) 956,724 1,046,059 1,056,336

総資産額 (千円) 3,175,013 3,370,225 3,441,355

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) 0.08 △2.63 25.89

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 30.1 31.0 30.7

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連

結子会社）が判断したものであります。

　
（１）経営成績の分析　

当第1四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、平成23年3月11日に発生した東日本大震災からの

復興需要等を背景として設備投資に緩やかな回復基調がみられるものの、欧州諸国の財政不安の再燃等

により長期化する円高の影響や電力問題の懸念から依然として先行き不透明な状況にあります。

こうした状況におきましても、当社グループは引き続き「お客さま第一主義」に徹した経営姿勢を貫

き、業務品質の向上に取り組むとともに、お客様のニーズに合った提案型営業を推進してまいりました。

また、収益力向上に資するため、原価管理の徹底、販売管理費の削減に努めてまいりました。

  しかしながら、企業間競争の加速や経済不況に起因するお客さまからのコスト削減要請等が続きまし

た。

この結果、当第１四半期連結累計期間におきましては、売上高は12億7,240万円（前年同四半期比1.8％

増）となりましたが、利益面につきましては、有価証券評価損の計上等もあり経常利益は655万円（前年

同四半期比37.2％減）、さらに、賞与引当金等に係る一時差異の解消に伴う法人税等調整額（借方）が影

響し、四半期純損失は771万円（前年同四半期は23万円の純利益）となりました。
　

  セグメントの業績を示すと、以下のとおりであります。

　

①建物総合管理サービス事業

建物総合管理サービス事業につきましては、長引く景気低迷と電気料金の値上げの影響を受け、

お客さまからの減額要請や解約物件が増えるとともに、官公庁物件においては、同業他社による低価格落

札が増える等、受注が非常に厳しい状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループでは継続的な新規先への提案営業により、期初より数箇所の新規

案件を受注する事ができました。

また、人件費、外注費等、原価管理を徹底することによるコスト削減策を推進し、業績向上に取り組んで

まいりました。　　

　この結果、売上高は9億6,461万円（前年同期比0.2％増）となりましたが、営業利益におきましては

9,371万円（前年同四半期比1.1％減）となりました。
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②人材サービス事業

人材サービス事業につきましては、人材ビジネス業界において、有効求人倍率や完全失業率等、雇用環

境が極めて悪い水準で推移し、企業の人材サービスに対する需要も低迷するという厳しい状況が続いて

おります。

　また、お客さまからの契約の終了や縮小、官公庁入札物件の不落札、派遣単価の見直し、派遣要請の激減、

新規要請では高度なニーズへの対応や競合他社との競争激化等の影響がありました。

このような状況のもと、当社グループではお客さまに密着した深耕開拓営業を推進し、関西地区及び中

部地区への営業を積極的に進め、イベント運営スタッフの増員、また、財務諸表のデータ作成等業務を請

負契約にて受注し、人員増加に寄与いたしました。

この結果、売上高は2億7,947万円（前年同四半期比8.0％増）となり、経費削減の徹底により営業利益

は25万円（前年同四半期は389万円の営業損失）と改善いたしました。
　

③介護サービス事業

介護サービス事業につきましては、介護報酬の改定や介護職員の処遇改善支援が行われておりますが、

長引く景気の低迷や不安定な経済状況等により、事業を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いて

おります。

このような状況のもと、当社グループでは居宅介護支援事業、介護予防支援事業、介護認定調査業務及

び訪問介護事業を通して、お客さまにご満足いただけるサービスを提供するため、サービス品質の向上に

努めてまいりましたが、介護終了となる利用者様が急増しました。

　この結果、売上高は2,831万円（前年同四半期比2.8％減）となりましたが、営業利益は235万円（前年同

四半期比14.1％増）となりました。
　

（２）財政状態の分析　

（総資産）

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、33億7,022万円となり、前連結会計年度末に比べ7,113

万円減少しました。主な要因は、売上高の減少に伴う売掛金の減少及び減価償却によりソフトウェアが減

少したこと等によるものです。

　

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債は、23億2,416万円となり、前連結会計年度末に比べ6,085万

円減少しました。主な要因は、借入金の返済による借入残高が減少したこと等によるものです。

　

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、10億4,605万円となり、前連結会計年度末に比べ1,027

万円減少しました。主な要因は、当四半期純損失が771万円となったことから利益剰余金が減少したこと

等によるものです。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間において、該当事項はありません。

　

（５）従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。
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（６）生産、受注及び販売の実績

①生産実績及び受注状況

当社グループは、役務提供を主体としているため、受注生産は行っておりません。このため、生産、受注

の記載は行っておりません。

　

②販売実績

当第１四半期連結累計期間において、販売実績の著しい変動はありません。

　

（７）主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末に

おける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,560,000

計 10,560,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,940,000 2,940,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であります。

計 2,940,000 2,940,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ― 2,940 ― 302,000 ― 242,000

　

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)　
普通株式　4,900

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,934,900
29,349 ―

単元未満株式
普通株式

200
― ―

発行済株式総数 2,940,000― ―

総株主の議決権 ― 29,349 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社アール・エス・シー

東京都豊島区東池袋
３－１－３

4,900 ― 4,900 0.0

計 ― 4,900 ― 4,900 0.0

(注)  当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（自己株式等）」欄に含めております。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,372,390 1,395,175

受取手形及び売掛金 613,562 549,385

有価証券 1,045 109,647

原材料及び貯蔵品 4,090 4,587

繰延税金資産 33,719 23,507

その他 21,646 25,120

貸倒引当金 △4,065 △4,218

流動資産合計 2,042,388 2,103,206

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 369,950 370,313

減価償却累計額 △244,483 △246,821

建物及び構築物（純額） 125,467 123,491

土地 364,693 364,693

その他 73,593 73,593

減価償却累計額 △59,054 △59,696

その他（純額） 14,539 13,897

有形固定資産合計 504,699 502,081

無形固定資産

借地権 47,121 47,121

ソフトウエア 64,449 54,025

電話加入権 7,123 7,123

無形固定資産合計 118,694 108,270

投資その他の資産

投資有価証券 322,738 204,012

長期預金 52,406 52,405

差入保証金 62,798 62,705

保険積立金 103,258 105,797

繰延税金資産 230,393 228,353

破産更生債権等 － 52

その他 6,477 5,892

貸倒引当金 △2,500 △2,552

投資その他の資産合計 775,573 656,666

固定資産合計 1,398,967 1,276,019

資産合計 3,441,355 3,370,225
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 85,407 67,185

短期借入金 249,260 265,020

1年内返済予定の長期借入金 473,724 499,388

1年内償還予定の社債 50,500 50,500

未払費用 246,293 252,762

未払法人税等 8,783 1,586

未払消費税等 39,436 48,186

賞与引当金 45,803 15,283

その他 96,874 98,493

流動負債合計 1,296,083 1,298,405

固定負債

社債 32,000 15,000

長期借入金 519,639 469,934

退職給付引当金 403,129 406,344

役員退職慰労引当金 134,167 134,481

固定負債合計 1,088,935 1,025,760

負債合計 2,385,019 2,324,165

純資産の部

株主資本

資本金 302,000 302,000

資本剰余金 250,237 250,237

利益剰余金 503,066 495,347

自己株式 △1,742 △1,742

株主資本合計 1,053,561 1,045,842

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,774 216

その他の包括利益累計額合計 2,774 216

純資産合計 1,056,336 1,046,059

負債純資産合計 3,441,355 3,370,225
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 1,250,279 1,272,406

売上原価 1,041,348 1,064,112

売上総利益 208,931 208,293

販売費及び一般管理費 197,542 194,236

営業利益 11,388 14,057

営業外収益

受取利息 740 727

受取配当金 1,585 1,486

不動産賃貸料 1,449 1,088

助成金収入 － 1,350

保険返戻金 3,036 15

雑収入 1,104 719

営業外収益合計 7,917 5,386

営業外費用

支払利息 5,916 6,321

有価証券評価損 1,047 6,265

雑損失 1,898 302

営業外費用合計 8,862 12,889

経常利益 10,442 6,555

特別損失

保険解約損 9,854 －

固定資産除売却損 67 －

特別損失合計 9,921 －

税金等調整前四半期純利益 521 6,555

法人税、住民税及び事業税 631 683

法人税等調整額 △345 13,590

法人税等合計 286 14,273

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

234 △7,718

四半期純利益又は四半期純損失（△） 234 △7,718
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

234 △7,718

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,515 △2,557

その他の包括利益合計 △5,515 △2,557

四半期包括利益 △5,280 △10,276

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △5,280 △10,276

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】
　

　該当事項はありません。

　

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】
　

  該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる各利益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】
　

　該当事項はありません。

　

　

　

【注記事項】

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 14,718千円 13,404千円

のれんの償却額 208千円 ―千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額
　

無配のため記載すべき事項はありません。

　

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの
　

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動
　

該当事項はありません。

　

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額
　

無配のため記載すべき事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの
　

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動
　

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建物総合管理
サービス事業

人材サービス
事業

介護サービス
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 962,469258,69329,1161,250,279 ─ 1,250,279

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 962,469258,69329,1161,250,279 ─ 1,250,279

セグメント利益又は損失(△) 94,791△3,894 2,062 92,959△81,571 11,388

（注）１.セグメント利益の調整額△81,571千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、そ

の主な内容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の総務部門等の管理部門にかかる費用であり

ます。

　　　２.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建物総合管理
サービス事業

人材サービス
事業

介護サービス
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 964,615279,47928,3111,272,406 ─ 1,272,406

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 964,615279,47928,3111,272,406 ─ 1,272,406

セグメント利益 93,712 256 2,354 96,323△82,265 14,057

（注）１.セグメント利益の調整額△82,265千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、そ

の主な内容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の総務部門等の管理部門にかかる費用であり

ます。

　　　２.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に

伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改

正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後

の法人税法に基づく方法に変更しております。

　当該変更による、各セグメント利益に与える影響は軽微であります。
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(金融商品関係)
　

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

　

(有価証券関係)
　

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

　

(デリバティブ取引関係)
　

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

　

　

(企業結合等関係)
　

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

　 １株当たり四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額（△）

8銭 △2円　63銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益又は四半期純損失（△）(千円) 234 △7,718

    普通株主に帰属しない金額　(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額（△）(千円)

234 △7,718

    普通株式の期中平均株式数(株) 2,935,137 2,935,058

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　
　

(重要な後発事象)
　

　該当事項はありません。

　

　

　

２ 【その他】
　

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月８日

株式会社アール・エス・シー

取締役会  御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    並    木    健    治    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    土    居    一    彦    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社アール・エス・シーの平成24年４月１日から平成24年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会
計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から
平成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アール・エス・シー及び連結子会社
の平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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